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が
53
％
に
上
っ
た
。

　

そ
の
他
、
同
調
査
で
は
、

フ
ッ
化
物
塗
布
や
フ
ッ
化
物

洗
口
の
実
施
状
況
、
口
腔
崩

壊
な
ど
の
把
握
状
況
を
聞
い

た
。

　

大
阪
府
内
30
市
町
村
か
ら

回
答
が
あ
っ
た
。

　

経
税
部
は
医
科
協
会
と
共

催
で
９
日
、
確
定
申
告
対
策

直
前
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、
協

会
顧
問
税
理
士
団
の
西
村
博

史
氏
が
「
２
０
１
８
年
分
確

定
申
告
の
ポ
イ
ン
ト
〜
税
制

の
改
定
点
と
医
業
税
制
」
を

テ
ー
マ
に
解
説
し
た
。

　

西
村
氏
は
、
①
今
回
改
定

さ
れ
た
配
偶
者
控
除
と
配
偶

者
特
別
控
除
は
所
得
が
１
千

万
円
を
超
え
る
と
適
用
で
き

な
く
な
っ
た
こ
と
、
②
大
阪

北
部
地
震
と
台
風
に
か
か
る

雑
損
控
除
の
取
り
扱
い
―
―

を
中
心
に
詳
し
く
解
説
。

　

所
得
の
種
類

や
青
色
・
白
色

申
告
の
違
い
、

所
得
の
計
算
方

法
、
医
療
機
関

の
収
入
や
必
要

経
費
、
仕
入
れ

・
棚
卸
し
、
給

与
、
減
価
償
却

に
お
け
る
修
繕

費
と
資
本
的
支

出
な
ど
を
概
観

し
た
。
租
税
特
別
措
置
26
条

（
４
段
階
税
制
）
に
基
づ
く

所
得
計
算
の
方
法
に
つ
い
て

は
、
協
会
機
関
紙
２
月
15
日

号
の
「
確
定
申
告
の
手
引

き
」
を
用
い
て
丁
寧
に
解
説

し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
８
人
が
参

加
し
た
。
西
村
氏
は
受
講
者

か
ら
の
質
問
に
一
つ
ひ
と
つ

丁
寧
に
答
え
た
。

施
し
て
い
る
」
自
治
体
が
53

％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
中

学
校
で
は
「
全
て
の
学
校
で

実
施
し
て
る
」
と
回
答
し
た

自
治
体
は
、
わ
ず
か
10
％
に

と
ど
ま
っ
た
。
逆
に
「（
中

学
校
で
）
全
く
実
施
し
て
い

な
い
」
と
回
答
し
た
自
治
体

ケ
ー
ト
調
査
し
た
。

　

小
・
中
学
校
で
の
歯
み
が

き
指
導
に
つ
い
て
、
小
学
校

で
は
、「
全
て
の
学
校
で
実

　

政
策
部
は
１
月
、
小
・
中

・
高
校
で
の
歯
科
健
診
や
口

腔
保
健
指
導
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
府
内
自
治
体
に
ア
ン

今年の確定申告のポイントを解説する
西村税理士＝２月９日、保険医会館

大阪で子どものむし歯増
　

２
０
１
８
年
度
の
学
校
保

健
統
計
調
査
（
速
報
値
）
で

は
、「
む
し
歯
」
の
子
ど
も

の
割
合
（
処
置
完
了
者
を
含

む
）
は
、
幼
稚
園
35
・
１

％
、
小
学
校
45
・
３
％
、
中

学
校
35
・
４
％
、
高
校
45
・

７
％
だ
っ
た
。
い
ず
れ
も
前

年
度
か
ら
減
少
し
、
中
学
・

高
校
は
過
去
最
低
を
記
録
し

た
。
子
ど
も
の
口
腔
状
況
の

改
善
は
歯
科
医
療
関
係
者
ら

の
懸
命
な
努
力
の
賜
物
と
言

え
る
。

　

詳
し
く
み
る
と
、
幼
稚
園

は
１
９
７
０
年
に
、
小
・
中

・
高
は
79
〜
80
年
に
ピ
ー
ク

を
迎
え
た
後
、
急
激
に
減
少

し
て
い
る
。
ピ
ー
ク
時
の
割

合
は
94
〜
95
％
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
大
阪
府
の
子
ど
も

に
は
深
刻
な
実
態
が
浮
か
び

上
が
る
。
18
年
度
の
「
む
し

歯
」
の
割
合
は
減
少
傾
向
か

ら
一
転
し
、
幼
稚
園
37
・
６

％
（
前
年
度
36
・
７
％
）、

小
学
校
48
・
７
％
（
同
43
・

０
％
）
と
悪
化
。
い
ず
れ
も

全
国
平
均
を
上
回
っ
た
。
原

因
の
追
究
と
と
も
に
、
抜
本

的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。 

（
つ
づ
く
）
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３

歯
科
医
療

数
字
見
る

で

経税部

政策部から
自 治 体 へ

署
名
提
出
行
動

要
請
議
員
一
覧

確
定
申
告
セ
ミ
ナ
ー
開
催

税
理
士
が
改
定
点
中
心
に
解
説

学
校
歯
科
健
診
で
調
査

小
学
・
歯
み
が
き
指
導
実
施
53
％

むし歯（う歯）の者の割合の推移

　

縁
故
採
用
で
ど
う
し
て
も

採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

内
定
通
知
を
出
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
２
週
間
後
に
新

た
に
応
募
が
あ
り
迷
っ
て
い

ま
す
。
取
り
消
し
は
可
能
で

す
か
。

 

（
60
代
・
男
性
）

労
働
契
約
成
立

　

採
用
内
定
の
問
題
は
、
そ

の
手
続
き
や
合
意
の
内
容
に

よ
っ
て
採
用
の
仕
方
は
さ
ま

ざ
ま
な
の
で
、
採
用
内
定
を

め
ぐ
る
法
的
な
問
題
に
つ
い

て
一
律
に
言
う
こ
と
は
困
難

で
す
。

　

一
般
的
に
は
、
企
業
が
採

用
内
定
通
知
を
発
し
、
入
社

誓
約
書
又
は
こ
れ
に
類
す
る

も
の
を
受
領
し
た
時
点
に
お

い
て
、
労
働
契
約
が
成
立
し

地
位
と
基
本
的
に
異
な
る
と

こ
ろ
は
な
い
と
見
る
べ
き
で

あ
る
」（
最
高
裁
判
決
）
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

解
雇
予
告
手
当

　

い
ま
だ
労
働
者
が
現
実
に

就
労
し
て
い
な
い
場
合
に
お

い
て
も
、
内
定
を
取
り
消
す

こ
と
は
解
雇
に
等
し
い
の

で
、
労
基
法
の
解
雇
予
告
規

定
の
適
用
が
あ
り
、
30
日
前

に
解
雇
の
予
告
を
す
る
か
、

あ
る
い
は
30
日
分
以
上
の
解

雇
予
告
手
当
を
支
払
う
必
要

が
で
て
き
ま
す
。
ま
た
、
内

容
的
に
も
民
法
の
権
利
の
濫

用
と
し
て
無
効
と
な
ら
な
い

よ
う
な
社
会
通
念
上
相
当
の

理
由
が
必
要
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

責
任
あ
る
対
応
を

　

今
回
の
ケ
ー
ス
は
学
校
を

卒
業
で
き
な
か
っ
た
と
か
、

破
廉
恥
罪
を
犯
し
た
な
ど
な

ら
採
用
内
定
取
消
し
の
正
当

な
事
由
と
い
え
ま
す
が
、
相

手
に
は
問
題
な
く
非
は
こ
ち

ら
側
に
あ
る
の
で
す
。
こ
れ

が
新
規
学
卒
者
な
ら
卒
業
後

の
就
労
を
期
し
て
、
他
企
業

へ
の
就
職
を
放
棄
す
る
の
が

通
例
で
す
。

　

内
定
者
が
決
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
速
や
か
に
通
知
し
て

く
だ
さ
い
。

 

（
社
労
士
・
桂
好
志
郎
）

た
と
み
ら
れ
る
場
合
が
多
い

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
内
定
者
の
地
位
に
つ

い
て
「
就
労
の
有
無
と
い
う

違
い
は
あ
る
が
、
採
用
内
定

者
の
地
位
は
、
一
定
の
試
用

期
間
を
付
し
て
雇
用
関
係
に

入
っ
た
者
の
試
用
期
間
中
の

第８回 採用内定と取り消し

内定の取り消しは
解雇に等しい行為

イラスト・辻井タカヒロ

　　雇用　　雇用
トラブルトラブル

社労士が解決！

身近な

来
年
度
予
算

　

消
費
税
増
税
は
や
む
を

得
な
い
―
―
。
そ
う
考
え

る
人
は
再
考
し
て
ほ
し

い
。
過
去
最
大
と
な
る
１

０
１
兆
円
の
予
算
案
が
国

会
で
審
議
中
だ
。
増
税
し

て
バ
ラ
ま
く
。
政
府
が
決

め
た
予
算
案
を
一
言
で
ま

と
め
れ
ば
、
そ
う
な
る
。

し
か
も
、
社
会
保
障
費
の

削
減
と
セ
ッ
ト
だ
。
こ
ん

な
矛
盾
し
た
税
の
使
い
方

を
許
し
て
な
る
も
の
か
。

　

来
年
度
予
算
案
で
は
10

月
の
消
費
税
増
税
に
よ
る

経
済
へ
の
影
響
を
抑
え
る

た
め
、
景
気
対
策
に
２
・

３
兆
円
も
の
巨
額
の
費
用

を
計
上
し
て
い
る
。
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
時
の

「
ポ
イ
ン
ト
還
元
」
や
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
に
加
え
、「
国

土
強
靭
化
」
と
称

す
る
公
共
事
業
に

１
兆
３
４
７
５
億
円
を
つ

ぎ
込
む
。

　

防
衛
費
は
青
天
井
だ
。

７
年
連
続
で
増
加
し
、
過

去
最
大
の
５
兆
２
５
７
４

億
円
を
計
上
。
新
中
期
防

衛
計
画
で
は
、
１
機
１
１

６
億
円
の
Ｆ
35
戦
闘
機
を

１
０
５
機
も
購
入
す
る
。

防
衛
費
の
増
額
は
財
務
省

の
建
議
で
も
苦
言
を
呈
さ

れ
る
ほ
ど
だ
。

　

国
民
の
負
担
は
消
費
税

だ
け
で
は
な
い
。
政
府
は

「
ポ
イ
ン
ト
還
元
」
や

「
軽
減
税
率
」
な
ど
の
財

措
置
を
廃
止
す
る
。

　

幼
児
教
育
の
一
部
無
償

化
や
介
護
職
員
の
処
遇
改

善
は
統
一
地
方
選
や
参
院

選
目
当
て
に
過
ぎ
ず
、
全

体
的
に
み
れ
ば
全
国
民
に

大
幅
な
負
担
を
押
し
付
け

る
内
容
だ
。
消
費
税
は
上

は
な
い
か
。

　

大
企
業
は
減
税
の
恩
恵

を
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
受
け

た
。
安
倍
政
権
下
で
内
部

留
保
は
１
０
０
兆
円
近
く

増
え
、
４
２
５
兆
円
に
達

し
た
。
労
働
者
の
給
与
は

伸
び
な
い
。
戦
後
最
長
の

３
機
減
ら
し
て
認
可
保
育

所
の
増
設
に
充
て
れ
ば
、

約
２
万
人
と
言
わ
れ
る
待

機
児
童
問
題
は
解
消
す

る
。「
ポ
イ
ン
ト
還
元
」

の
予
算
が
あ
れ
ば
、
70
〜

74
歳
の
医
療
費
の
窓
口
負

担
割
合
を
１
割
に
下
げ
ら

れ
る
。

　

財
源
は
決
し
て
消
費
税

だ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
政

府
は
大
資
産
家
を
過
剰
に

保
護
す
る
金
融
税
制
の
見

直
し
を
「
先
送
り
」
し
た

の
か
。
賃
上
げ
に
つ
な
が

ら
な
い
法
人
税
へ
の
様
ざ

ま
な
優
遇
策
は
改
め
る
べ

き
だ
。
不
公
平
な
予
算
、

不
公
平
な
税
制
の
改
革
こ

そ
求
め
ら
れ
て
い
る
。

が
り
、
社
会
保
障
は
後
退

す
る
。

　

確
か
に
国
の
財
政
は
借

金
ま
み
れ
だ
。
し
か
し
、

「
消
費
税
の
引
き
上
げ
は

避
け
ら
れ
な
い
」
と
考
え

な
が
ら
も
、
ど
こ
か
腑
に

落
ち
な
い
人
も
多
い
の
で

好
景
気
と
言
わ
れ
て
も
ピ

ン
と
来
な
い
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
生
活
は
ま
す
ま
す

厳
し
く
な
っ
て
い
る
で
は

な
い
か
―
―
。

　

い
ま
一
度
、
税
の
使
い

方
を
問
い
直
し
た
い
。
Ｆ

35
戦
闘
機
の
購
入
を
２
〜

源
確
保
の
た
め
に
社
会
保

障
費
を
削
る
。
生
活
保
護

の
児
童
養
育
加
算
や
母
子

加
算
を
減
額
し
、
年
金
を

実
質
０
・
５
％
カ
ッ
ト
。

会
社
員
の
介
護
保
険
料
を

引
き
上
げ
、
低
所
得
の
後

期
高
齢
者
の
保
険
料
軽
減

増
税
し
て
バ
ラ
マ
キ
許
せ
ぬ

　

１
月
31
日
に
実
施
し
た
中

央
行
動
で
の
要
請
議
員
は
次

の
通
り
。

【
面
談
】

衆
院
〈
立
憲
〉
村
上
史
好

〈
共
産
〉
宮
本
岳
志

参
院
〈
共
産
〉
山
下
芳
生
、

大
門
実
紀
史

【
秘
書
対
応
】

衆
院

〈
自
民
〉
大
隈
和
英
、
宗
清

皇
一
、
岡
下
昌
平
、
大
西
宏

幸
、
と
か
し
き
な
お
み
、
谷

川
と
む
、
中
山
泰
秀
、
大
塚

高
司
、
佐
藤
ゆ
か
り
、
左
藤

章
、
長
尾
敬
、
原
田
憲
治
、

神
谷
昇
、
竹
本
直
一

〈
立
憲
〉
長
尾
秀
樹
、
辻
元

清
美
、
尾
辻
か
な
子
、
森
山

浩
行

〈
希
望
〉
樽
床
伸
二

〈
国
民
〉
平
野
博
文

参
院

〈
自
民
〉
太
田
房
江
、
松
川

る
い
、
柳
本
卓
治

〈
共
産
〉
辰
巳
孝
太
郎
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敬
称
略
・
順
不
同
）


